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ま　え　が　き
　前号22号の「インワ時代（その二）」に引続き，本号「インワ時代（その三）」では，インワ覇モ
ー一・＝ン王家のモーニン・ミンタヤーの顯位した1426年よりインワ王朝17代シートウ・チョーティ
ン・ナラパティがハンタワディのバインナウンのもとへ送られる1554年までの128年間のビルマ
を描く。その間，一時はシャン族の勢力が強く，ビルマ族に対する圧迫もあって，ビルマ系に属
する王家をはじめ庶民に至るまでビルマ族が支配するタウングーへ続々と避難を開始する。タウ
ングーの町は入口が増加するに従って，いやが上にも繁栄を極めるのであるが，タウングー王朝
については次回の号にゆつる。
　さて，この時代においても前々号より続いているビルマ　　シヤン　　モンの三民族は各々勢
力増強のために鏑を潮り，殊にこの時代ではシヤン族が全ビルマ統一を企てんとする野望がうか
がわれる。また，ビルマ側に対する中国軍の干渉があり，アラカン国との交渉もある。この時代
の末期にはインワの勢力も衰微に傾き，遂にはインワ朝におけるビルマ王家の断絶にまで至り，
ビルマ族はタウングーへ移って行き，所謂インワ・タウングー時代に近づいて行く。
　しかし，一面においてこの時代に特に注旨すべき点はパガン時代にはぐくまれた文学活動がよ
うやく実を結び，ビルマ人がその国民文学に目ざめてきたことであって，すぐれた文豪の現出す
る時期となるのである。殊に詩の分野において大いなる発達が期待し得る時代である。
インワ第二期王朝モーニン王家7代
　ミンヂーゾワソーケよりチェタウンニヨーまでのインワ第一期に続いて，インワ第二期王朝は
モーニン・ミンタヤーヂーよリシュヱナン・チョーシン。ナラパティまでの7代，邸ち，モー二
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ン王家7代が約100年闘に渡ってインワを支配する。
M6：hnyin：Min：taya：モーニン・ミンタヤー（1426～1439）
　カレーチェタウンニョー（学報22号，32～33頁）の死後，モ・一・；ン・ミンタヤーが王位に即い
た。彼はパガン王家のナラパティ・シートゥ王（学報17号，70～80頁）の子孫であると云われて
いる。モーニン・ミンタヤーの時代にタウングー，タウンドゥイン，ヤメディン等の地方では反
乱が相次いで起きていた上に，シヤン州をも適当に支配してゆくには困難であったので，インワ
の勢力もやや衰えの徴候を見せていた。しかし，反乱の気配を示す地方を息子たちと共に鎮圧せ
んとして軍を進めつつ，パカンのタヤービヤーを圧して，モン族の王女シンソープを迎え，また，
その後，シュヱセッドーにいたシンボメ（学報22号，30頁）をも彼の妃にした。
タウングーとの関係
　タウングーはシッタゥン河の流域に位置していて，上ビルマと下ビルマとのほぼ中間にあった
ので，ビルマ族とモン・タライン族との間の緩衝地帯となっていた。イラワヂ河の岸辺よりは遠
ざかっていたので，機を見てインワに対し反抗する気配があった。ウ・ミンハンの記述よりその
一例をとれば（P．209），当時，タウングーの恥を支配していたSawlti：Thinghkayaソールー・
ティンカヤーはインワのモーニン・ミンタヤー王とは幼な友達であり，寓廷に仕えていたのも同
じ頃であったので，互いに親しみ深く，王の寝台の上でよく話し合う間柄であったが，親しみの
あまり彼は王にしばしば反抗の態度を示した。しかし，ソールー・ティンカヤーは1436年に世を
去った。ベニスのイタリー人Nico！o　di　Contiがイラワヂ河沿いにその地に到達したのはソール
ー・ ティンカヤーの時代であった。Nicolo　di　cORtiについては次圏の号にて後述する。その後，
ソールー・ティンカヤーの養子ウザナーが約1年タウングーを治めたが，タライン王ビニヤーボ
ランはウザナーを廃位し，ソールー・ティンカヤーの息子ミンソーウに支配させた。インワに対
するタウングーの反抗的態度はその後も続けられて行ったが，将来の大きな問題をはらんでい
た。
暦の改正
　パガン時代にパガン王朝第20代目のポッバー・ソーヤハン　（学報12号，105頁）はパガン暦を
作り，今やその800年を数える時，インワ王朝のモーニン。ミンタヤー王が2年を切捨てて，そ
の年を798年として暦を改正した。この暦は国の平和，人々の幸福を念願して改正されたもので
あって，Hm．　Yaz．　Vol．　H，　P．85によれば，　IT　o製諮§gdi・と呼ばれる。　That－pon－Abhldhan，
p．480では，　tt。鋤絡邑軽み53　trと記されているが，それによって解釈すれば，。聰・。Q一
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q°D鱒9δ量；（8種の宝）＋謁餅諮§nmeoldio：辱（9種の道）槻3置σ）qつ；q触軽？φδ竜：舘
（7種の比丘）であって，従って，　°製認色撃3　を逆に読んで，　・？β竜。聰　と置き換えれ
ば，　qeo　（798）年を意味することになる。
　しかし，人々はその暦に従わず，従前通りパガン暦を使用し続ける人が圧倒的に多かったの
で，この暦の改正は成功しなかった。この暦は短暦と呼ばれ，パガン暦は長暦と味ばれた。その
後，暦の改正を企てた王はいない。従って，現在ビルマ人が使用しているものはパガン暦であっ
て，ビルマ暦と言えば，パガン暦を指すのである。
モーニン・ミンタヤー王の善政
　モーニン王はオンバウン，ヤッサウ，ナウンモン等のシャン諸州と相提携することによって成
功し，先見の明をもった王として有名である。王は一般庶民のため，特に下々の人々の生活に意
を用い，種々の善政を施したことについてウ・ボチヤは次のように述べている。　（146頁）
　モーニン王はよく仏典に通じ信仰心の篤い人であり，賢者たちの言葉に耳を傾けた。パゴダや
寺院を数多く建立し，また，古い宗教的建築物を修築した。彼が特にカを入れたことは彼自身の
財産は勿論，大臣高官たちにも信仰心をもって財宝を寄進させ，インワ及びパガン周辺の町々に
住む売春婦たちのうちでその職業に気の進まない者にそれ相当の金銭を与えて正業に就かしめ
た，ということである。また，王の妾たちのうちで，ある男と不義があった場合，王は彼女を罰
せず，心よく結婚を許した。尚また，盗人や流賊たちについても，彼らを処刑することは極力避
け，訓戒を与えて自由の身にしてやったことがしばしばであった。このように善政を行い，王位
にあること13年にしてビルマ暦801年（西暦1439年）この世を去った。
Min：yさkyawzwa（1440－1443）
　モーニン・ミンタヤー王の長子モーシュエザー（M6：shweza：）はミンイェーチョーゾワの号
を受けて王位継承者に任じられていたので，父の後を継いで王位に即いた。折しもカレー，モー
ニン，タウンドウイン，タウングー等の地方ではインワに対し反抗の態度を示したので彼らを鎮
圧占領し，それぞれの地方に領主を置き，パカン・タヤービヤーヂーの息子にタヤービヤーの号
と共にタウングーを与えた。その後，ミンイエーチョーゾワはモーガウン地方に侵入した際没し
た。彼はミンガウン王の子でモン族のヤーザーダリ王と戦って戦死したミンイェーチョーゾワと
はもちろん同名別人である。
ナラパティ王（Narapat三，1443－1469）
　ミンイェーチョーゾワが亡くなったので，その弟でプP一ムを支配していたティハトウがナラ
パティという名によってヨ三位を継いだ。
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　当時インワの近隣にはインワに対し反抗の態度を示すものが多く敵として戦わねばならないも
のが若干いた。例えば，モーシャン族がその一つである。1444年，モーニンの領主ティハパテに
よってモーシャン族の長ソーガンポワ（c。つ6・蝿鈎つ・）がその家族たちと共に捕えられ，
インワへ送られてきた。その土侯は中国（雲南）とは不仲であり，中国軍もまた彼を攻めていた
ので，　ソーンガンポワを逮捕せんとして度々ビルマ側へ侵入した来た。そこで，ウ・ミンハンの
記するところによれば（p，213），ナラパティ王は彼自身バーモ及びカウントンの町まで軍を指揮
して中国軍と戦い，それを反撃したので中国軍はモーウォンへ撤退した。中国軍は最初敗北を喫
したが，二回目には大軍を以て攻め，北方のアウンピンレー・カンドゥインよりタウンビョンま
で，また，西はイラワヂ河まで，南はメッカヤー河附近まで達した。遂に中国軍がインワの都近
くへ進んできたが，折しもビルマ国内でも不穗な状態であったので中国軍をよく防ぐことができ
ず，その上，ヤメディンからミンンゲ・チョーティンがインワに反抗してきたので，ビルマ側は
ソーンガンポワの引渡しを条件として中国軍に援助を要請し，それを征服した。　しかし，彼を中
国軍に引渡す直前にソーンガンポワは毒をのんで果てたので，彼の死体をのみ中国軍に引渡さざ
るを得なかった。この戦役は，実際には，中国軍とビルマ軍との戦いではなく，中国軍に敵対し
ていたソーンガンポワ引渡し事件に過ぎなかった。
　1445年に，王は次男意子にミンヂーゾワの称号と共にプロームの町を与え，末子ミンガウンノ
ゲにタウングーを与えた。
　当時，ペグーにおいてはビンニヤー・ダンマヤーザーが毒殺され，王位継承者と認められてい
たその弟ビンニヤー・ランが王位に即き，末弟ビンニヤー・チャンをそのままマルタバンの太守
としてとどまることを許したので，彼はそこでほとんど独立した権力を振った。またその州は多
年ペグー－EEには名目上の従属関係にあって，その後継者によって統治されていた。
　1446年，殺害されたモン族の王ビニヤー・ダンマヤーザーの息子＊ビニヤー。チャンは彼の叔
父ビニヤー・ランの＊怒りにふれ，叔父が処刑しようとした時，彼は遁れてビルマ側のナラパテ
ィ王のもとに身をかくまわれた。
＊ビニヤ～・ダンマヤーザーの末弟であるビニヤー・チャンとビニヤー・ダンマヤーザーの子であるビニヤ
ー・ チャン（在位1449～1452）とは同名別人であることに注意。
＊叔父ビニヤー・ランの怒りにふれた理由は，ウ・オンマウンによれば，ビニヤー・チャンが一人の側室と
密通したというので，彼を処刑しようとした（UOn：Manng，　p．86），と記されている．
　ナラパティ王は彼に同情し，サリンの町を与えた。その年，ハンタワディ国においてビニャー
・ランが亡くなり，王位継承者であったシンソープの子に当るビニヤー・パルー（1446～1449）
がその後を継いだ。
　ビニヤー・パルーは彼の母シンソープに似合わず残忍で知られていた。1449年に＊ビルマ軍は
ビニヤー・パルーを撃ってビルマ王ナラパティのもとにかくまわれていたビニヤー・チャンをハ
ンタワディの王位に即けた。その翌年ミンンゲ・チョーティンがタウングーを占有した。
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　ナラパティ王は増大しつつある勢力を以て多くの敵を制圧したので地方の豪族たちは自然に彼
に敬意を払うようになった。
＊ウ・オンマウンは，ビニヤー・パルーはピニヤー・チャンの部下たちに殺害された，と述べている。（p．87）
ナラパティ王の事績
　ナラパティ王はYazadhan「王の十戒」（学報18，　P．78）をよく守り，信仰の篤い人であった。
彼はサガインにトウバヨン。パゴダ（Htllbayon　Zedidaw）を建立し．そこに傘を奉納した時，
インワよりサガインへ至る間のイラワヂ河の上に渡して大橋を建造し，多数の僧侶，大臣，高官，
王家一族，兵士たちと共に王はその橋を渡った。それはウ・オゥンマンによれば（V。1．2，．p60，）
上述の対中国との戦闘の際に経験したことであるが，雲南国境に接したモーガウン地方へ歪る道
路を容易に通過し得るためには首都インワよりサガィンに達する大橋を設けることであった。そ
の最初の建造を完成したのは1449年であった。しかし，チーク材にて造られたその大橋も1466年
に崩れ，同年サガインにトウバヨン・パゴダが完成したので，傘の奉納式へ4ケ部隊（象隊，騎
兵隊，戦車隊（タンクではなく，chariot），歩兵隊）より編成された軍隊を進めるために，最初
のものより一そう整置な橋が建造された。その後，巨額を費して建造した第三番目のインワ大橋
をアマラプールの町の南端にある＊シュヱ・ヂェッィエッ・パゴダの近くよりサガインの跨の方
へ渡すように造られたのはビルマ暦1295年のピャーゾーの月の3H（西暦1934年1月2日）であ
って，その発会式は大祝典を以て行われた。
＊Shwe－Gyet－yetの語源について，　fビルマ民族誌j　P，653に次のように述べられている。　Dhamma－zedi
　（学報22号31頁参照）は前世において為した功徳のためにすばらしい力をもっていた。この力によって彼
は，ある日，彼の師匠であったバメソダ師の前に出された大皿に盛られていた熔られた鶏を蘇生させるこ
とができた。こうした事情のために，鶏が引っかき廻して食物をあさったその場所は，今日に至るまで
Shwe（虚字）十Gyet（〈kyet＝鶏）十yet（鳥などが地面を引っかく）と呼ばれている。
　上述の理由でナラパティ王は別名“Htabayon　Dayaka　Min：taya：gyl：”としても有名である。
トウバヨン・パゴダは現在ピョー・パゴダ（Pyohp6ya：）として知られている。（ウ・ミンハン，
P．215）
タウングーとの関係
　ナラパティ王がその末子ミンガウンンゲをタウングーの太守に任じたことは前述の通りである
が，1451年ミンンゲ・チョーティンがミンガウンンゲを亡ぼして反旗を翻えした。そして1458年に
ミンタンズィーがミンンゲ・チョーティンを亡ぼした。そこでナラパティ王は息子である王位継
承者ティハトウをしてタウングーを占領せしめた。
　1454年，アラカン国王アリカン（Alikhan，塞名Sarika）と同盟を結ぶために，ポーガウンヌ
エ・チョータウンに小屋を建て，王一族をはじめ大臣高窟たちを引き連れて，そこで会合した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
両国の王は互いに誠実と尊敬心を以て誓い合い，ポーガウン山脈をアラカンとビルマの国境に定
めた。
ナラパティ王の最後
　その後，かつて孫に当るタドー・チョー（Thad6：kyaw）に対し，王は立腹して彼を打った。
その理由は，タドー・チョーが叔母の長女に当るサガイン王女と秘かに恋におちているのをナラ
パティ王は厳しく訓めたが，彼は聞き入れず，ひそかに密会を続けた，というのである。タドー
・チョーは感情を害し，ある夜，約300の従者を引きいて祖父を襲い，その屋敷に火を放った。
ナラパティ王はプロームを支配している次男息子ミンヂーゾワのもとへ逃れたが，その時ヤーザ
ティンヂャンと彼の長子パウ7ラが船にて王を送った。　プロームに達すると，ナラパティ王は傷
の痛みのためこの世を去った。
ノxe ウ7ラ　（Paukhla）
　ナラパティ王がプm　一一ムへ避難した際，Hm．　Yaz．（Vol．2，　p．108～109）の記録によれば，王
に従っていたのは豪勇ヤーザーティンデャンとその子パウ7ラ及び彼らの従者たちであった。　プ
U一ムの頷主ミンヂーゾワはプm一ムに達したヤーザーティンヂャン父子の武術に秀れていたこ
とを以前より聞いていたので，彼らの腕前を試したいと思って，彼らに槍試会を挑んだところ，
ヤーザーティンヂャンは黙して応じなかったが，息子パウ7ラは鎖主の挑戦に応じた。領主はンガ
ヤーフ象に乗り，パウフラは馬に乗って槍試合を行った。領主は誤って自分の象の足に槍を突き
刺したので，象は痛さのためそれ以上前方へ進めなくなったのを知り，ヤーザーティンヂャン父
子は従者と共にそのままインワへ引上げたが，領主は大いに腹を立て，兵士たちにパゥフラを追
わせた。パウ7ラは途中で追ってくる兵士たちの前でカニン樹の大木を槍で突き刺すと樹は真二
つに割れた。それを見た兵士たちはとても彼には歯が立たないだろうと諦めて，引きあげて行っ
た。領主はパウ7ラを捕えることができなかったので，部下の附甲萎なさを恥じて，彼らの長を
処刑した。
　　　　　　　　　pyisun　Thihathu（Maha　Thihahtur，1468～1480）
　ナラパティ王の死後，彼の患子で王位継承者であったティハトウがプロームより上都して，14
68年にMahaThlhathu（r）　の名によってインワの王位を継いだ。　彼は後ビルマ史にてPyisun
Thihathuの名で知られた。　Pyisun　Thihathuという名の由来については後述する。ピースン・
ティハトウ王はその勢力が最高頂に達した頃，父王の時代にタウングーの太守に任じられていた
Let－yazeya　Thingyanレッヤーゼヤ・ティンヂャンがタライン族の女王シンソープ（学報22号，
30～31頁）の援助によってインワに対して及乱を起したので，王は軍を進めてタゥングーを占領
し，王の気に入りであった三ヤウンヤンの太守シートウ・チョーティンにタウングーを支配させ
た。
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　その後，シートウ・チョィテーンはタウングーの町が狭いので町幅を拡張したところ，インワ
の都では王子，大臣高官たちはそのような町幅の拡張は彼に反乱の気配があるのではないかとい
うことを王に言上した。ティハトウ王はチョーティンを信じていたので，その証拠として一人の
従者にタウングー領主の髪をつかんで連れてくるように命じた。王の命令であることを聞かされ
たタウングーの太守はそれに応じ，屋根の上から飛び降りよ，と言われればその通りにする，と
言ってそれを実行し，王に対して反抗する意志なきことを示した。そのようにして王子や他の入
々にその証しを立てた。そこで人々は今更ながらインワに対する彼の忠誠を讃めた。
　ティハトウ王は彼の長男Nawyahtaノーヤターを王位継承者に任じ，次男＊Thad6：kyawタ
ドー・チョーをサリンの太守に，そして末子Min：yさkyawzwaミンイエー・チョーゾワをヤメ
ディンの太守にそれぞれ任じた。そして，タウングーの太守シートウ・チョーティンに彼ら三人
兄弟の間に不和が生じないように見守ってくれるように，と頼んだ。
＊次男タド～・チヨーはThad6：Dharnma　Yazaの称号で呼ばれることもある．
シントゥエニョー（Shin－htwe：－nyo）
　1471年にモン・タライン族の国であるハンタワディにてはシンソープ女王が他界して，その養
子に当るダンマゼディ（学報22号，31頁）が王位に即いたが，このモン・タライン族の王とプロ
ー ムの支配者が手を結んだことに対してビルマ系に属する領主たちはプロームに対して反乱を起
したので，ビルマ王ティハトウは自ら赴いて，その暴動を鎮圧した。その際，王がプU一ムへ下
ったことにちなんで，王は「Pyi（プローム）へsun（下る）」即ち，ピースン（Pyi－sun）・ティ
ハトウと呼ばれるようになった。そして，王のプm一ム遠征の様子を描いた当時尖兵隊長であっ
たシントウエニョーは“Pyi－sun－maw－gwon：”を作詩し，　maw－gwun：詩の創始者としてビルマ
文学史上にその名を輝かせた。
Thamein　Bhayan：とSalonkyawgaung，
　ハンワディ国のダンマゼディ王は彼の部下である勇者ミンニードン（Min：nyidon：）にタメイ
ン・バヤンという称号と共にシッタウンの町を与えた。1477年，タメイン・バヤンはダンマゼデ
ィ王の命にて4万の兵士を引きいてシヤン州の山岳地帯を横切り，中国の国境に境界線を作り，
その帰途，インワ王家のティハトウ王の三人の息子がヤメディンにてタメイン・バヤンの軍を迎
撃し，彼を捕えた。その後，やがて中国軍は境界標を取去り，インワに朝貢を要請してきた。ビ
ルマ王は中国に朝貢の要なしと云って拒絶したが，その際，両者より勇者一名つつによる馬上の
一騎打によってそれを決することになった。そこで，インワの捕虜になっていたタライン族の勇
者タメイン・バヤンと中国軍の勇者サロン・チョーガウンが一騎打を行ったが，その結果はビル
マ側の勝利に帰した。それはちょうどミンガウン王の時代の同名別人の＊タメイン・バヤンとガ
ー マニが戦ったのに（学報22号，25頁）似ている。その後，タメイン・バヤンはビルマ軍に手厚
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くもてなされ，ハンタワディへ帰って行った。
’k（註）ミンガウン王時代のタメイン・バヤンはヤーザータリッ三Eの養子であった。この度のタメイン・バヤ
　ンは大臣であり勇者であった。もちろん別人であり，63年のへだたりがある。（ウ・ボチヤ，p．154）
ドウティヤ・ミンガウン（Dui：iya　Min：gaung，1480～1501）
　ピースン・ティハトウ亡き後，王位継承者であった彼の息子ノーヤターがacドウティヤ・ミン
ガウン王（第ニミンガンウ王）の名によって王位に即いた。
＊ドウテイヤ・ミンガウンは学報22号16頁に述べたパタマ・ミンガウン（第一ミンガウン王）に対し第ニミ
　ンガウンとして知られている。
　王は文武就中弓術と馬術に秀いで，ちょうど今日のサーカスの乗馬のように17通りの乗馬の方
法を人前に披露したり，作詩やろくろ〔旋盤〕の技術，等をもたしなんだ，とウ・ボチヤは述べ
ている（p．155）。また，王は学問，宗教にも専念し，それ故，学者や僧f呂を敬った。特に彼の時
代において注目すべきことはビルマ詩の急速なる発達である。当晴の王たち，殊にドゥティヤ・
ミンガゥン王は学者たちに大いに文学を奨励したことは云うまでもない。
当時の記録について
　ビルマでは，その過去における国民の日常生活を跡づけるための証拠となるべきもの，例えば，
数百年前の私信，人々の生活や服装を描いた図，銅製又は石造の像，荘園や僧院，宮廷に関する
古記録等の遺物は最近に至って発見されてきたが，いまだ決して多いとは云えない。往古の事情
を物語るものとしては若干の壁画と相当数の碑文があるが，その内容においては貧弱なものに過
ぎない。椋呂の葉に誌された書き物類は多いが，綜呂の葉は朽ち易いものであるために古い時代
のものは稀である。記録を保存するための適当な書庫が少なく，折角保存された僅かな書類すら
も，かびや白蟻や戦災などのために煙滅してしまったのである。綜呂の葉の書類の大部分は宗教
記録である。しかし，歴史関係の記録といっても，それはただ宮廷の年代記に過ぎないものであ
って，ハーヴィも，
　“Were　not　writ　for　lowly　churls，　But　for　high　dames　and　mighty　earls．”
と醤っている如く，それらによって庶民の生活を知ることは困難である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ビルマ文学の興隆
　ある民族が成長すれば，その民族の経済も成長する。国が平和で繁栄すれば，文学も発達す
る，とよく言われるが，ドウティヤ・ミンガウン王の時代になると，大きな戦さはなく，国は平
和であったので，文学の面において，特に詩の衝において著しい進歩が冤られた。
金船的に見て，パガン時代の文学はあくまで幼年期を抜けきっていなかった。真の意味における
文学の発達はインワ・タウングー時代を待たなければならない。インワ及びタウングー王朝時代
は一般には古典詩の開花期であると言われている。パガン時代に作り上げられた基礎の上に立っ
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て，この時代になると，特に詩文学が急速な発展ぶりを見せるのである。ビルマ文学史に名をと
どめるべき詩入もこの時代に輩出している。
　ビルマ王国が再統合される以前のインワ王朝の最後の数人の支配者はシャン土侯である。その
時代の野蛮な混乱状態のうちにあって，唯一つの輝やく一点は純ビルマ文学の興りであった。そ
れは静かな隔絶のうちにパガン文化が護られ，はぐくまれてきた僧院の産物であって，その文化
の根底はパーり文学硲研究にあった。それ故，シャン族支配下の無政府時代に国民文学が誕生し
たということはビルマの民族主義が強固になったことを例示するものであることは意義なきこと
ではなかった。その多くは詩である。ピンヤ，サガイン，インワ等諸王朝の時代を通じて書かれ
た有名な文学作品はピンヤ朝の五頭の白象主チョーゾワ王の“Kagyin：”（盾をもって踊る時に
唄われる詩歌），同じくピンヤ朝時代の大臣サトウリンガ・バラのパーリ語辞典註解，及び同入
のlinga詩とyadu詩，インワ朝のミンガウン大王の“Kye：ze　yadu”（伝書おうむを使わす詩），
シンマハ・ティラウンタの‘‘Thanwega－hkan：－pyQ”，“Hsutaung：－hkan：－pyQ”，“Pftraml－hka旦：
〔gan：〕－pyQ”，シンマハ・ラタタールの“BhOridat－lingR”，“K6：－hkan：〔gaR：＞pyQ”，“Hatti
pala－pyQ”，シン・アッガタマーディの“Thuwoh飴thamathissa－hkan：－pyQ”，“Bhon－hkan：－pyQ”
“Ngayさ一hkan：－pyQ”，“Magghas6：－hkan：－pyQ”，シン・ウッタマヂョーの“Tawla：”，ヤウェ・
シントウヱのパガン朝宮廷入の髪結の歌“Ahton：－amyeit　hpwゼ，及び“An－gyin：等の詩歌文
学であった。
　学報18号において述べた通り，1287年，パガンは中国軍の来襲の下に滅び，国は幾つかの小国
分立の状態におち入り，半世紀以上も首都パガンにおいては外敵に対する政治的な武装闘争がく
り返されていた。ただ地方都市では比較的平和であったので，多くの詩人は身の安全が保障され
る地方へ移って行った。パガンをのがれたこれらの詩人によってYaduと呼ばれる薪しい詩の
ジャンルが形成された。
　当晴の散文は主として仏教説話の翻訳乃至翻案であったが，それは仏陀本生物語をShin　Agga
thamahdiの翻訳を始めとした仏教に関する物語の翻訳物又は釈義書から成っていて，16世紀初
期に書かれている。しかし，その時代には，また，Shin　Thilawuntha（1453～1520）　は現存せ
る最古のビルマ編年史であるYazawingyaw年代記を生み出した。編集者シン・ティーラウンタ
はマグゥエ地方のタウンドゥインヂーの僧侶であったが，彼は“Parami－ganpyQ”という詩を書
いたために破門された。彼の僧院匿は彼が世俗的なものと見なされるような詩を書いたという理
由で彼を僧院から＊放逐したので彼はインワの都へ行き，そこでドゥティヤ・ミンガウン王によっ
て彼のためにヤタナビマンと呼ばれる精舎を建ててもらい，そこで彼は詩作をつづけ，今日でも
保存されているいくつかの詩と文法に関する論文を書いた。
　＊ウ・ぺ・マウンティンは「シン・ティーラウンタがタウンドウKンヂーのナッミーリン・サヤード・一僧院
　長に破門放遂されたことには確実な根拠がなく，彼は宙ら進んでイワンへ行く許可を僧院長から貴った」
　　と述べている（Myanma　SEpe　Thamalng：，P．40）
　但し，遺憾乍ら彼の年代記は当代の事件にはほとんど関係がなく，それは主として伝説的な物
語の集収であった。しかし，詩歌は散文に比してやや創作に近く．中には調子の高い小詩篇もあ
る。同じ時代に，やはり僧偲の詩人でインワ王露の顧問役として知られていたShin　U　ttamagyaw
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（1453年生れ）がいた。彼の有名な詩Tawla：は今日尚残存している。　Tawla：は森や山の情景
を詠んだ詩であって，叙情詩的な性格が強い。．taw・＝「森」。　la：・：「行く；来る。」の両意義をも
つ。従って，普通には，Tawla：とは東へ西へと森や山を遣遙して，その情景を描写する詩であ
ると解釈されるが，しかし，それより転義されて用いられる場合もある。シン・ウッタマヂヨー
のTawla：詩は「森へ行く」という意味ではなく，仏陀がカピラワストゥ国へ赴かれる時の景色
や気候の快適さを歌ったもので，その後発生してくる12の気候に関する詩（Hse－hnit　yadi　hpwも
mya：）の種子でもあり，その先駆でもある。
　また，恐らくこの時代の作品であって，インワの寓廷にて女官たちによって用いられた55種の
髪の結方に関して作られたangyln：詩（学報21号，15～16頁）の集収が見出される。その作者
はインワのヨ三宮に任えた一女宮でYawe　Shin　Htweと呼ばれる女流詩人であった。
　PyQ，9ab顕，　linga等の詩で知られている＊Shin　Maha　RahtatharやShin　Maha　Thllawun
thaを始めとして，　Shin　Uttamagyaw，　Shin　On：Nyo，　Kandaw　Min：Kyaung：Hsayadaw，　Shin
Aggathamadhi，等僧侶の文豪たちがこの時代に鷺出したが，その他，僧侶以外の俗人のうちか
らも詩を作った者が多くpyQ，　gabya，王lngaの外にyadu，　egyin：，　mawgwun：，　thanbain等の
詩や碑文研究が大いに発達した。この時代に発達したこれらの詩型は現在でも好んで用いられて
いる。
　＊シン・マハー・ラタタールはモン・タライン系の僧侶であって，父はシンソープ女王（学報22号30～31頁）
　の甥に当り，バセインの太守ビニヤー・エインの孫であり，母はタドー・ミンビヤー（学報2王号3～4頁）
　の娘の孫である。従って，インワ王朝の創始者の子孫として宮廷にて教育を受けた。なお，ハーヴィでは，
　彼がシヤン3兄弟の～人テイハトウ（学報18号74頁）の後商であると記されている。
Shln　Mahit　Thilawuntha（1453～1520）とShin　Maha　Ratthathar（1468～1529）について
　Shin　Th玉lawunthaとShin　Ra㌻出atharの鏑を削る二人の知恵比べはビルマ文学史上において
も有名であって，近代作家Min：thuwonは二人について，彼の“Sapeloka”P，20～P．28にて，次
のように述べている。
　ビルマ文学の黎明期にあって，有名な二人の僧詩人が現われたが，一人はタウンドゥイン出身
の師僧Shin　Maha　Thdawunthaで，もう一入は哲都インワの師僧Shin　Maha　RaCthatharで
あった。Shln　Thilawunthaは田舎で育ち，幼少の頃よりすでに詩作に秀れていた。あるF3，こ
の幼い少年は父に伴なわれて7ゲッピッタウンのナジミー輝僧のお寺を訪れた。その蒔，大樹の
空うから生れ出たばかりのさい鳥の鳴き声を薩いて，数人の二十才前の僧（O馬δ：）たちが，
”cseつdi　qδ：Qδ　seg：le°D　C“　9：°ゆ勘εOP：S°O；蝉翻OO・“つ：eg　di　ii　t‘　（玉子より生れた可愛いい
さい鳥，小さく幼い，可憐なものよ。）と歌を作っていた。その歌をきいて，自然の理法をよく理
解していたこの少年はその歌に不自然なところを感じたのであろう。「貴殿たちの作った歌は正
しくないよ。」と云うと，その少年より年上の僧たちは，「じゃあ，君だったら，どのように作る
のか」と閣い返した。少年は，t’¢seつdiq6：96　ss）つcf｝　t　2°oe8あQゆかemつδeqつ病φ6ia）　“Sつ：
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egdi　li　・と歌った。意味はさほど違わないが，（前者の歌と異なるところは　et　qδ　ceg：Tlに対
して　”qεe39つdi　IT”emcbl：00爵・に対して・・e　cr）　c　ulcfi。D拶”　となっている。　tt　qδG鮮tt
は直訳すれば「胸の血」即ち，「自分自身の子」を意味するが，”qεc9つっdi　ltは　「胸の下」
から這い出てくることをいう。そこで　”q6　ceg：“を用いているので”C9；つ゜拶”　（生れ
る）が用いられているのであろうが「玉子から（自分自身の子が）生れるはその少年にはまずく感
じられたのであろう。また，1’e「g：SOO：蝉6”に対して”S。Oつδ　c　qつあ”　「羽毛（の中）か
ら出てくる」と言い直したのであろう）自然にふさわしく作られたこの歌が気に入った僧たちは
その詩作の才能に対してその少年を賞讃した。
　後，この少年はナッ7ミー寺院の師僧の元に弟子入りをして，パーリ語及び仏典を学んだが，
その傍ら詩作にもふけった。しかし，学問に対する燃える希望を抑えることができず，遂に首都
インワに上ることにした。当時，インワにはすでにShin　Ratthatharというモン系ビルマ人の
名僧がいて，ドウティヤ・ミンガウン王のもとにあって宮廷にて教育を受け成長していた。
　シン・ティラウンタはセイロン帰りのシン・ラタタールのもとでパーリ，サンスクリットに関
する学問を修めることに決めた。シン・ティラウンタが首都に達すると，都では「白象がインワ
の都に入った。」という噂さとなって拡まった。シン・ラタタールも白象（シン・ティラウンタの
こと）に会いたいと思い，ある日，トウバヨン・パゴダを参拝した時，シン・ティラウンタに会
って，次のようにあいさつをした。
シン・ラタタール「タウンドゥインの町では雨がよく降って，穀物の実りは豊かでしょうか。」
そのあいさつに対してシン・ティラウンタは雨がよく降って，農作物が充分であることをのべた
が，シン・ラタタールは自分を農夫だと思って，このように尋ねられたのではないだろうか。自
分の方からも尋ねてみようと考えて，シン・ティラウンタ「首都では僧偶たちは赤や黄色に染め
た僧衣をまとっておられますか。また，祭りを見たり，花飾りをつけたり，香料を塗ったりして
いますね。」（小乗仏教ではこれらのことは僧侶としての戒律を破ることになる。）
　シン・ラタタールは答えられなかった。そうだと認めれば，自分も生臭さ坊主に含まれるし，
そうでないと否認すれば，事実と反することになり，嘘をつくことになる。それで，シン・ラタ
タールは黙ったまま静かに帰って行った。
　また，ある日，シン・ティラウンタとセイロン帰りの師僧（シン・ラタタール）は出会い，問
答をはじめた。
シン・ラタタール「ご坊は何故首都に参られたか。」
シン・ティラウンタ「私は師僧のもとで学問を修めたいために参りました。」
シン・ラタタール「この首都では私がセイロン帰りの僧です。私は硯石のようなもので，硯石の
　上では如何なる物（又は者）でもすり砕き，粉末にしてしまうので，遠くの贈や村から学問を
　身につけるために来た人々は私のもとで粉末となって消え央せてしまうのです。」
シン・ティラウンタ「そうなる覚悟でございます。しかし，今や先生の足下に参りましたからに
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　は，硯石のことはさておき，＊ミンモ山をも突き通すほどの原子力になります。」
シン・ラタタールは唯黙然としたままであった。
　ドウティヤ・ミンガウン王もシン・ティラウンタの有名な噂さを耳にしていたのみならず，彼
の　吼　詩やe鰯の〔p－・te　6　in　e）　（建白書の一種）のことをも心に留めていたので，彼に対
する敬愛心の余り，彼に寺院を寄進した。そのお寺でタウンドゥイン師僧（シン・ティラウンタ）
も弟子の僧たちを教えた。
　＊ミンモ山はMt．　Meruとも呼ばれ，ビルマ文学史にはしばしば見出される山の名であるが，もちろん伝
　説上の山で，宇宙の中心に位置し，海底よりその頂上までは，JudsQnの辞典（P．787）によれば，168，00Q
　由旬ありて，その頂きはCDつO（秀d5つ（Tawutisa）と呼ばれて梵天界に属し，頂上は，つo邑つ：oδ：
　即ち，帝釈天（Sakra，あるいはインド教の王ndra神に相当す）の住居，また，半腹は四天王の住所と
　なっている。須弥山，妙高，善積等の訳あり。
　ある日の朝，托鉢の時刻にシン・ティラウンタとシン・ラタタールは縄然出会った。シン・ラ
タタールの方から相手に挑戦をはじめた。
シン・ラタタール「稼欄の葉作りのうちわをもって，慌ててどこへ行ってこられたのですか。」
シン・ティラウンタ「師僧こそ，ご老体をひきつって重い足どりで，何故そのようにお尋ねにな
　りますか。」
二人の間には隙をうかがって問答をはじめる気配がうかがわれたが，しかし，この場合は物別れ
に終った。
　また，ある田，この二人の師僧は再び出会った。次の二人の師僧の問答も容易に理解できると
信じる。
シン・ラタタール「タウンドウインの鹿はりっぱな角を立てていますね。」
シン・ティラウンタ「師よ，タウンドウインではジャングルに樹がたくさん繁茂して角が邪魔に
なって入りにくいため首都インワにて角を立てて振り廻すのです。」
　ミンガウン王はいつも二人の師僧を宮廷に招いて，彼らが作るPyQ詩に耳を傾けたものであ
った。ある日，例の如く王は二人を招待して，シン・ティラウンタのParamihkan：とHsuta
ung：hkan：，また，シン・ラタタールのBhuridat－zatpaung：hkan：等の三冊を読経台の上に置い
て，それらを一冊つつ順番に読ませた。それが終ると，王は「タウンドウイン師僧（シン・ティ
ラウンタ）の詩には大きい太鼓の音のような響きがある。また，首都インワの師僧（シン・ラタ
タール）の詩には五つの楽器を一度に鳴らす音のような響きがある。」と云って，「寺院へ帰る前
に貴殿たち自身を評するにふさわしい文を作ってくれ。」と願った。
シン・ラタタール「Taung（山）に穴をあけるのではなくTaung：（籠）に穴をあけるような錐やの
　みのようなラタタール。」
シン・ティラウンタ「Taung：（籠）に穴をあけるのではなく，Taung（山）に穴を打ちあけるダイ
　ヤモンドのようなティラウンタ。」とそれぞれ自分自身を評して帰って行った。
また，あるH，首都の師僧（シン・ラタタール）は一人の若い弟子をタウンドウイン師僧（シン
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・ティラウンタ）のもとへ遣わして，　「商入夫妻をお与え下さい。」という言伝をもってやらせ
た。タウンドウイン師僧（シン・ティラウンタ）は考えて，「商入というものは，夫（男）は荷を
肩に担う　（。。δ：。。拶）妻（女）は頭上に荷をのせて運ぶ（gdia，9i）ものである。首都の師僧（シ
ン・ラタタール）は「荷を肩に担う（者）」＝。36：十「荷を頭上にのせて運ぶ（者）」＝gdi
郡ち，「綜欄の葉」　（°DS：9あ）を求めておられるのであることを悟って，株欄の葉を弟子の
僧侶にもって帰らせた。
　（註　tT　m　6；Qd6”　と　・OD覇QcS　，，は発音も声調も同じであるが，ただODδ：　（肩に撞うて）　と
　　a）　＄：（椋欄）の文字が違うのみである。なお，綜欄の葉は当時，文字を鉄筆にて刻むために使穏され
　ていたこと，と団扇に用いられていたことが記されている。〕
シン・ラタタールの謎は直ちに解けた。
　このようにシン・ティラウンタに対して種々な方法で知恵を試そうとするシン・ラタタールに
対し，今度はしっぺ返しをすることによって快感を味あおうと愚ったシン・ティラウンタはある
H，生きた一匹の蛇を籠の中に入れてHpδ：－th6－dOw（白衣を着た僧の一種で，英語では“rel
igious　mendicant”又は，“religions　layman”と訳されている。一亦「寺僧」と訳しておこう。）
に託し，「御仏の遺骨でございます。といって，シン・ラタタール師僧に差し出しなさい。そう
すれば，シン・ラタタール師僧の種族の出が偶然解るでしょう。そして，彼の驚きの叫び声をよ
くいつまでも記憶に留めなさい。」と言って，つかわした。〔「生きた蛇」（噸9δ）と「仏陀の遺
骨」（eg9δ）とは同音異義語である。〕シン・ラタタールのもとへやってきたHp6：thadaw（寺
僧）は，「御仏の遺骨でございます，お師匠さま。」と云って，その総を差し出したところ，シン
・ラタタールはその籠を開けると，突然，生きた蛇がぬるぬると出てくるのを晃て，思わず，
” sq，　6・・と夢中になって叫んだ。　幽ε・・＃Edi・・tv・。・r・di・…）はっと思って，シン・ラタタールは
私の生れ素性を知るためにタウンドウイン師僧はいたづらをしたのだな，と感付いて，寺僧にむ
かい，　「汝の師に伝えよ。”ej〈ε：”という語はタライン語で驚きを表わす感投詞だ。それで，
私の種族の出は解ったでしょうと伝えなさい。」と云って彼を帰らせた。
　また，あるH，シン・ラタタールは“Bhuridatzatpaung：pyQ”を書くために寺院を出て，ウミ
ンシュヱグーへ行く道で，例の寺僧に出会ったが，彼は，「師僧さま，どちらへお出でになられ
ますか。」と尋ねると，シン・ラタタールは「ボガワデイ竜国へ行くのだ。」と答えた。シン・ティ
ラウンタは寺僧よりよれを聞いて，首都の師僧の帰りを待ちふせて，次のように質問をするよう
にと寺僧に雷葉を託しておいた。寺僧はシン・ラタタールの帰りを待って尋ねた。「師僧さまは
ボガワディ竜国からお帰りなされましたか。」
シン・ラタタール「そうです。竜国から今帰ってきました。j
寺僧「ダタラタ竜王の子マウンカーナーりは左右の目のうちどちらが盲目でありましたか。」
首都の師僧シン・ラタタールは困ってしまった。どちらの目が見えないか書物には書かれていな
い。
シン・ラタタール「マウンカーナーリは愛するタムッダザー・デウィ姫と共に女人部屋にいたの
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　で見つからなかった。」
と答えた。しかし，シン・ラタタールは知恵比べにおいて自己の敷北を認め，首都の師僧はイン
ワから突然姿を消し，タレッケタラ国（プm　・一ムの都）へ下って行った。
註：Thllawanthaはパーり語で「鋭い剣」を意味し，　Ratthatharは「國の勇者」を意味す。
　当隣発達したビルマ詩の作詩法・形式・種類等について概略しておこう。
　ビルマ詩は作詩技術の上から見ると，かなり複雑なものであるが，それはビルマ語自体のもつ
特異性から発するものであろう。つまり，ビルマ語は駕調を有すること。語彙がモノシラブルで
あること。という二つの要素がビルマ詩の特徴を決定する。押韻の場合，語宋の母音の～致のみ
ならず，声調の一致をも必要とする。それ故，ビルマ詩においては，必要な韻を得るためには，
しばしば故意に，Porarta（古語・稀語等）を作詩技術として用いる場合が見られる。原則として，
一行は四音節から成り立つというこの法則はほとんどすべてのビルマ詩にあてはまるものであっ
て，湖行型の押韻形式をもっている点に特徴がある。例えば，一行目の四番目の語と二行目の三
番目の語と三行目の二番目の語が韻をふむ。あるいは，一行目の四番目の語と二行目の三番碍の
語と三行目の一番目の語とが韻をふむ。そして，三行目あ最後の語から再び同様の方法で新しく
韻をふむ。もちろん，上述の押韻方法が原則であるが，他にも種々の変形的押韻方法が見うけら
れる。例えば，第一行目の四番目の語と二行目の二番目の語，あるいは，一番目の語とが韻をふ
む，ということもある。これを図解すれば，
　（A）の例
　　一一一十1－一÷－1－十一一
　（B）の例
　　一一一十1－一十一｝十一一一
　（C）の例
　　一一一／
　　一一／一
　　一／－2
　　－－2－
　　－2－3
　　－－3－
　　－3－4
　　－4－5
　　－－5－
　　5－－6
　　6－一一
　　　　　　　　　　　　　　（UHp6：Ngwe：Tan：－myi1｝gabyahpwも一ni：－kyan：p．25～28）
となる。
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　ビルマ詩の種類は行数，節数，の詩内容等によって区分される。当時大いに発達したYadu，
Linga，　PyQ，　Egyin：，　Mawgwun：等五つの詩について簡単に説明すれば，
（1）Yaduについて
　Yaduは節数が1～3の比較的短い詩で，その内容は季簾の推移に伴う自然の情景，祭の光景，
　作者自身の過去，等を歌ったもので，後には戦に関するものも現われるようになった。Yadu
　とは元来「2ケ月間の季節」を意味する語である（Judson’s　Bur－Eng．　Dict．，　P．835）。この
　Yadu詩はインワ・タゥングー王朝時代には大いに発展し，さらに種々の詩形式を生み出し，
　古典詩の開花期をむかえた。
（2）Lingaについて
　Lingaには二行詩と三行詩とがあって，各行共四音節から成り立っている。後述のPyQ，
　Egyin：，Mawgwun：等はいつれもこのLingaの派生形である。内容は僧侶が俗人のために宗教，
　道徳，倫理，日常生活上の教調，及び，王家の人々を対象として作られたものである。前述の
　シン・マハ・ラタタールやシン・マハ・ティーラウンタが代表的なLinga詩を作っている。
　また，学報27号，72～73頁に述べたアナンタトゥリヤが死の直前，怒りを和らげるために作
　った“Amyet－pye－Linga－le：－pod”は最も有名であり，学報12号，104～105頁の歌人不明の
　“PupPa：－Nat－taung－hpwさ一Lingaは現存する最古のものである。
（3）PyQについて
　PyQは節数が任意で，各節三行から成り立っていて，内容は仏教主題を中心とした詩で，本
　生課に基づく物語を扱ったものが多いが，後世，昔の学者や知識人の書いた作品によったもの
　や詩人自身が創造したもの等も出現するようになった。初期の作品にはパーリ語を混えた文体
　が多い。
（4）Egyin：について
　アラカン出身の詩人AdUmin：nyoによって劇始されたと言われている。エーヂンは節数が任
　意であって，歴史バラード風な詩である。初期においては，王又は王妃及びその父祖の栄光と
　功績とを讃えたものであって，王子，王女にきかせるために宮廷詩人によって作られ，通常何
　らかの楽器の檸奏によって吟じられたらしい。後には，戦争に参加した英雄の武勇談や凱戦の
　様子などを描いた内容で，戦争に出かける兵士の士気を高めるものとして歌われるようになっ
　た。このようにエーヂンはその内容において宮廷や戦争に関するものが多いため，史的資料と
　しても重要な存在価値をもっている。母音の「エー（e）　」ではじまり，同じく「エー」で終る詩
　であるところからEgyin：罰ち，「エーの歌」と呼ばれるようになったと言われている。
（5）Mawgwun：について
　Mawgwun：の創始者は前述の“Pyi－sun－Mawgwun：”を歌ったShin　Htwe：Nyoであると云
　われている。後世に伝えるべき記録，保存を必要とする事件を詩に歌ったもので，内容的には，
　宮廷，白象，御座船，戦争等王室関係のものや，パゴダの由来に関するものが多く，ヱーヂン
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岡様史的資料として価値が高い。
　ドゥティヤ・ミンガウンは即位の年にタダウーにてミンガラ・ゼディ（パゴダ）の建立に着工
し，1499年にそれを完成した。それより以前，1481年に中の兄弟でサリンの太守であったタドー
・ダンマヤーザーと末の弟でヤメディンの太守であったミンイエー。チョーゾワがインワに対し
謀反を起したので，タウングーの太守シートゥ・チョーティンはヤメディンを撃とうとして，最
初は勝ったけれども工回目は敗北し，捕虜になった。　その息子シートゥンゲが後を継いでタゥン
グーを支配した。
Min：byaing　Mah議Thihathu（1485～1500）
　ビルマ人，英入史家のうちでミンビヤンイ・マハーティハトゥについてふれている人は少ない
ようであるが，ウ・ミンハンのビルマ史（p．218～219）には彼について次のことが断片的に述べ
られている。
　ドゥティヤ・ミンガウン王は大そう可愛がっていた彼の長男が7才になった時にその息子に
Maha　Thihhaturの名を与えて彼を王位継承者に任じた。そして彼が12才に達した時，即ち1485
年に彼を即位させた。しかし，その頃はドゥティヤ・ミンガウン王もいまだ健在であり，従って，
彼が父王ドゥティヤ・ミンガウン王と同時代に王位を競うことになり，世に彼をMin：byaing
（王位を競う）Maha　Thihathuと称した。彼は曽祖父に当るモーニン・ミンタヤーヂーの建立に
なるヤタナー・ゼディが地震によって破壊されたのをより竪固にするためそのパゴダを多数の象
の似像壁にてめぐらした。後世の人々はそのパゴダをHsin－mya：－shin　Zedi（「多数象の主パゴ
ダ」の意）と名付けた。
Shwenan：Kyawshin　Narapati（15e1～1526）
　ドゥティヤ・ミンガウン王の天折によって，その末子Min：Hsweは父王の王位競争者（Min：
byaing）である長男の兄をさしおいて，父王の遺産を継いで王位に登った。王位に即くや，彼は
新しい王城を建設したが，それが大そうりっぱなヨ三城であったので，　その建設者はShweha駕
Kyawshin〔優雅な黄金の欝廷主）と名付けられ，ビルマ史には通例その名によって記されてい
る。
　即位の年，叔父でヤメディンの太守であったミンイエー・チョーゾワが他界したので，その家
族及び兵力をシュエナン・チョーシン王は占有した。また，その後，王の競争者の子シ＝エ・ノ
ー ヤターの従者ンガタウチヤー（Ngathaukkyaという者がシュエナン・チョーシン王のすきを見
て，王に刀にて切りつけたが，、身体にはふれず，白傘の柄のみを切った。　王は当然ンガタウチヤ
ー を処刑した，という事件があった，シュヱナン・チョーシン・ナラパティはよく功徳を積み，
戒雛を守った王であって，彼が王として衆生に対する思いやり，憐慾の情の厚きことは次の記述
によっても証明される。彼が王になる以前，パガンにあるシュヱジゴン・パゴダに参拝していた
頃，Hm．　Yaz．（VoL　H，P．147）によれば，瀕死の状態にあった牛に憐れみをかけ，“Min：gyi：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17
一hswe　nwa：！”「わが友なる牛よ。」と親しく呼びかけ，それを死より救った。このことは彼が王
として国民に対する思いやりに通じるものであることを示した一例であろう。
　ビルマ入の美徳の一つとして見なされることは動物，殊に彼らの生活に関係のある家畜等に対
する慈悲，愛情の深いことである。もちろん，このことは仏教の影響によることは明らかである。
近代ビルマ小説などのうちにも動物に対する愛情は明白に表現されている。実際に，仏教徒のビ
ルマ人が生き物をいたわり，それを殺生するのを見ることは稀で，害虫をさえ殺さずに逃がそう
とする傾向が見うけられるほどである。
シャン族の侵入
　シュエナン・チョーシン王の時代にはビルマ王家のインワ王国も統一を欠き，支離滅裂にな
り，その勢力もとみに衰えて行った。タウングー，プm・一一ム，サリン等においても反乱が棺次い
で起り，シャン州へはその権力が全く及ばなかった。それまでにも，カレー，モーニン，モーガ
ウン等のシャン族が蜂起して侵入し，今やその勢力が増大して，インワ王家もその侵入を防ぐこ
とが困難になってきた。特にモーニン。サuン（M6：hnyin：Salun）とその子ゾーハンポワはイ
ンワを苦しめ，ビルマ王家の断絶に拍車をかけた。ただその申にあってオンバウンの土侯だけは
シュエナン・チョーシンが他界するまでインワ王家に協力した。このような状態にあったにも拘
らず王は国政に熱意を示さず，浮世に身をやつしていたらしい，という記録も見出される。
　そのことは，ウ・オンマウンによれば，カンドー・ミンチャゥン（寺の名）の一僧侶が数通の
艶文書を王に差し示して，彼に忠告をあたえた（p．67）ことによっても明白であろう。もしこの
ことが事実であるとすれば，前述した「国民に対する思やり…」とは相反する行為であるかも知
れないが，所詮入間は完全では有り得ない。シュヱナン・チョーシン王も有情の世に生きた人で
あるから。
　シャン族の敵対行動は益々はげしさを加え，1524年，モーニンの土侯サロンは先づインワの北
部を襲った。その後，シャン族は次第にイラワヂ河の西岸一帯をプa一ムの境界線まで占領し，
プm一ムの支配者タドー・ミンソーはシャン軍に協力し，彼らと合併してイラワヂ河沿いにイン
ワへ軍を向け，ビルマ軍とオンバウン土侯の同盟軍と戦ったが，ビルマ軍及びオンバウン土侯は
抗し切れず，シンガウン・ウェッウインまで撤退した。これを知ったタウングーのミンチーニヨ
ー はインワの南の跡々をシャン軍が鋼達する前に先手を打って占領した。その時，シャン族はプ
9一ムの支配者をインワにて即位させ，自らはそこの財宝をもってモーニンへ引きあげた。しか
し，プローム王はインワには留まらず，僧詩人シンマハー。ラタタールと共に他の僧侶たちを連
れてプm　一一ムへ帰って行った。その折に，シュヱナン・チョーシンとオンバウン土侯はインワへ
帰った。
　このように国が混乱状態にあったので，インワの都からビルマ族の王家をはじめ，将軍や庶民
一般がミンチーニョーの支配するタウングーへ難を避けてきたことによってタウングーの勢力は
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いやが上に増して行った。　（タウングーにおけるミンチー一ニョーについては次回の号にて述べる）。
　インワの都においての王の不在申，都の南の町々をミンチー二a一が占領したことを聞き知っ
たシ＝ヱナン・チヨーシン王はその友軍であるオンバウン土侯と合して，タウングーの軍と戦う
べく準備を整えた。甥であるミンヂー・ヤンナウンがそれを止めようとしたが，王は聞き入れず，
タウングーに軍を進めた。一ケ月ほどタウングーを包囲したが，それ以上の攻撃力がなかったの
で引きあげざるを得なかった。
　しかし，モーニン土侯サロンとその子ゾーハンポワはインワに軍を進めたのでシュエナン・チ
ョーシンは都を守ることができず，オンバウン土侯の軍と合併すべく出立しようとしたが，途中，
ゾーハンポワの軍と出遭い，交戦中，シュエナン・チョーシン・ナラパティ王は象の頭上にて敵
弾に当って倒れた。時は西暦1526年（ビルマ暦888年）であった。モーニン・サロンはインワを
占領し，息子ゾーハンポワをインワの王位に即け，彼自身はモーニンへ帰って行った。ここにお
いてビルマ王家は断絶し，第二次シャン時代が現出するに至った。
Shin　Htw§：Nathein
　シントウエ・ナーティンは詩才のある入で，僧侶ではなく，シュヱナン・チョーシン王の兄
Min：Taya：（Min：byaing　Maha　Thihathu，即ち，ドゥティヤ・ミンガゥン王の競争者の別名）
に仕えたが，ミンタヤーの息子シュヱノーヤターの事件のためタウングーへ逃避していたが，タ
ウングーにて没した。彼はYadu詩入として有名である。
　インワを支配したモーニン王家は7代続いたのであるが，それを図で示すと，
初代モーニン・ミンタヤーヂー
　　　　　（1426～1439）
　　　　　　↓
　　　↓
二代目ミンイエー・
　　　チョーゾワ
　　　（1439～1442）
　　　↓
三代目ナラパティ
　　　（1442～1468）
　　　↓
四代目ピースン・ティハトゥ
　　　　（1468～1480）
　　　↓
五代目ドゥティヤ・ミンガウン
　　　　（1480～1501）
　　　↓
　　↓
六代目ミンビャイン・
マハー・ティハトゥ
　　　（1485～1SOO）
　　　↓
七代目シュヱナン・チョーシン・
ナラパティ
　　　　（1501～1526）
ビルマ族王家の名前について
ビルマ史を通読する際に最もややこしい複雑なことの一つは人名である。人名についてはこれ
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までにも折にふれ述べてきた如く，ビルマ人には性がないため同名者が多い。西洋人の名前と比
較すれば，例えば，Robert　Louis　Stevensonという名前の場合，ビルマ入にはRobert　Louis
に相当する名まではあるが，Stevens。nに相当する性が見当らない。従って，名前で見る隈り父
子の関係は全く解らない。また，女が嫁入りをしても名前を変える必要はない。ところが，昔の
王家においては名前の区別が大そう困難な場合がある。同名者の時代が距っている場合は理解し
易いが，時代が同時代又は接近している場合や，同名の二人の人物が性格や業績が似ている場合，
また，王族や大臣高官には二つ又は三つの別名や称号をもっていて，それらが他の王を襲名して
いる場合，等種々判断に困難が生じる。このことは他国の歴史と異なったビルマ史独特の複雑さ
であろう。そのため王のあだ名が本名よりもよく知られ，歴史上にも称号やあだ名が用いられて
いる例が多い。それら幾つかの例を挙げるならば，
一般にはKyanzittha：チャンジッターの名で知られているパガン朝44代目の王の名は碑文では
鱒εQδHtiluin　Mahティルイン・マンと記されているが，このKyanzittha：という名も後世
の人，または当時の入が呼んだ紳名よりきているのではなかろうか。それには二つの意味が伝え
られていて，一つは「Kyan（生き残った）＋zittha：〈sittha：（兵士）」の意味（学報16号，57頁）
であり，もう一つは「Kyan〈古形Kalan（役人）＋sittha：（兵士），郡ち，「武入」を意味してい
る。
　また，パガン朝46代目のNaratha王を碑文ではdi・6σ・δeqεImtaw　Syahと記されているが，
彼の緯名はKala：－gya－min：（インド人によって亡ぼされた王）と呼ばれ，歴史上でもその名で知
られている。
　次に，碑文では　の画　II　CafisG　9と記されているパガン朝48代目のNarapatisit臆王の後を
継いだ49代目のZeya　Theinhka王は別に三つの呼名をもっている。碑文では　eっe。・っδ9っ
Nato・6mya，即ち，現代ビルマ語ではNan：taung：myE：（幾度も乞い願うてなった王）の意（学
報17号，80頁）。もう一つはUzana（パーリ語Uccanatha（ucca　＝気高い，優れた）÷natha（礼
拝すべきもの，王，仏）より転じた名）。他のもう一つはHti：iomin：i。（白傘も先王も望んだ王）
の意。本名を加えて，これら合せて四つの名をもった王は最後の名前のHtilominlo王としてビ
ルマ入の間では広く知られている。
　それから，是非とも挙げねばならぬ緯名をもったパガン朝の王は52代Narathihapateで，パ
ガン王朝末期の碑文では　①訥IV　Cafisu　IVを　。D♀輔6　Tarukpliy，現代ビルマ語の　Tayo
tpye：－min：（中国軍に追われて逃げた王）として歴史上有名である。
　尚インワ時代では，ミンガウン王時代のThamein　Bhayan：とダンマゼ’ディ王の部下のThame
in　Bhayan：との場合（前述8頁）もある。二人ともモン系に属する。「危険なき支配者」を意
味する。　（学報22号，25頁）
　そして最後の例として，モーニン王家4代目のPyisun　Thihathuがもし本名であるMaha
Thihathu（r）を名乗るとすれば，6代目の（Min：byaing）Maha　Thihathu（r）とは時代が接近し
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ているため間違い易い。
　上述したような例はなお枚挙にいとまがなく，書物によっても本名を用いている場合，称号を
用いている場合，緯名を用いている場合，また両方を用いてい場合等がある。また，Thlhathu
やNarapatiという名は王家には特に多く，　ビルマ族のみでなく，シャン族にも見出される。殊
にインワ時代には名前の複雑さが甚だしいように思われる。
　以上，ビルマ人の名前について述べた通り，ビルマ文のある一節を読んだだけでは，王家出身
者の名が某のThihathu又はNarapatiに相当するのか理解に苦しむ場合が時々ある。もちろん，
その事件又は内容がよく知られている場合は名前が書かれていなくても「彼」だけでも，又は主
語が無くても誰某であるかが明白である。・
　‘Ga－nge－thon：－hku－01（－shit－htu’という言葉はビルマ人がよく口にするのであるが，　その意味
はビルマ文字のOはビルマ数字の8と陶じ形で，3つの0はOOO＝＝ビルマ暦888年，即
ち，西暦1526年で，インワ王家のシュエナン・チョーシン・ナラパティ王，プローム王タドー・
ミンソー，ハンタワディ国王ビニヤー・ランの3名の大物が共に他界した年であって，それは恰
もOk－shitという果物（ベンガル産マルメロ）が打砕かれたようにビルマ国が支離滅裂の状態に
なったことを表わす。直訳すれば，「thQn：－hku　（三つの）Ga一且ge　O　（というビルマ文字）は
ok－shit（マルメロ）がhtu（打ち砕かれた）如くである。」を意味する。
第二次シャン時代
　1312年よりはじまったピンヤ王家と1315年よりはじまったサガイン王家が共に1364年にその終
りをつげた（学報20号，165頁）が，それら両王家はシャン系に属した王家であったので，その
時代はee－一次シャン時代と呼ばれたが，今や1527年（ビルマ暦888年）ゾーハンポワがインワの
王位に即くや，再びシャン族による支配がはじまって，これを第二次シャン時代と呼ばれている。
この聴代は1527年より1551年M6：byさ一narapat’iが退位するまでの25年間である。
　インワ国においてはシュヱナン・チョーシン・ナラパティ王の即位の頃より，モーニン，モー
ガウン，カレー，オンバウン等のシャン土侯たちの権力が増大して，インワでは第二次シャン時
代に入ろうとしていた。ビルマ族もモン族もモーニンのシャン王家に対して競うものはいなかっ
た。プローム王もそれに服従して，シャン王家に協力する態度を取り，今やシャン王家に対抗す
るものはいなくなった。
Thohanhpw2：　（1527～1543）
　ゾーハンポワはシュヱナン・チョーシン王亡き後，1527年インワの王位に即いたが，彼はM6：
hnin：Salonの子であって，シャン族の血統をひいていた。ゾーハンポワはその性質が残忍性を
帯び，仏教を信奉しないのみならず，それを嫌悪した。ウ・ボチヤーの記するところによれぱ
（p．158），彼は，「パゴダは何ら仏法に関りなし，それは唯ビルマ族が貯えた宝物庫に過ぎない。」
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と放言し，更に仏教僧には妻も子もなく，その弟子を養っていて，いつ反乱を起すかも知れない
と考えて，僧侶たちを滅亡せんと計り，自ら仏教を信ずるように見せかけて，1539年インワの都
　　　　　　　　　　　　　　　　えに近いタウンバルーの原に大供養会を催して多くの僧侶を招待するといって呼び寄せ，兵士た
ちに彼らを襲わしめた。インワ，サガイン，ピンヤ等の各地から集った僧侶の数は1300名，その
うち360名は兵士の兇匁に倒れ，その他の僧侶は遁れてタウングー及びプロームへ走ったとい
う。またその後，仏典を焼払い，パゴダを取り殿してその金・銀を掠奪した。次いでゾーハンポ
ワはビルマの大臣高官たちをも縷待した。それ故，ビルマ人はシャン族ゾーハンポワに宗教破壊
者という極印を押した。
ビルマ国内の分裂
　このようにインワにおいてシャン族の支配すをところとなると，ビルマ系に属する者たちは支
離滅裂となり，国は混乱状態におち入った。インワではゾーハンポワが支配し，プロームではビ
ルマ族のナラパティ，ハンタワディではタライン族の王トゥシン・タガー・ヨッピ（T麺一shin－
Tagayutpi），タウングーではビルマ王タビン・シュエティ（Tablnshwehtl：）等がそれぞれ覇を
競っていた。当時，ビルマ人はインワには住めず，また，住むことを欲っしなかった。そこで彼
らはビルマ族の王が治めるタウングーへ移って行った。
　モーニン・サロンの終末について，ウ・ミンハンはプm一ム事件のなかで次のように述べてい
る　（p．230）。
プm一ム事件
　1532年にモーニン・サロンはその息子今はインワの王となったゾーハンポワと共にプロームへ
大軍を以て攻め入った。プm　一一ム王ブイントヱ（Bhuyin　Htw6：）は長くもち耐えることができ
ないことを知って，都を去り，モーニンサロンに朝貢した。その間に，味方の兵を募り，都へ上
ろうとして，ディペインに達した時，兵を解散させた。と記されているが，その理由は書かれて
いない。恐らくモーニン・サロンがミェドウにて彼の高宮たちの謀叛によって亡びたことをブイ
ン・トヱは知ったからであろう。モーニン・サロンの後をその子サロンンゲ（Salun－nge）が継い
で支配した。
　なお，この機会にプn一ムにおいてはブイン・トヱの息子は父王の不在中に，ナラパティの号
によって都を支配した。そして，約5ケ月を経て，父王が帰国したが，都城に入ることを許され
ず，城門は閉ざされた。ブィン・トヱ王は都の北にあるナウイン河の辺りの仮小屋に留っていた
が，健康すぐれず，そこで他界した。
　プローム王ナラパティの王妃は祖父タドー・ミンソーがインワより連れてきたテイリボントゥ
ヱッ（Thiri－bhon：－htwet）といって，インワ王シュエナン・チョーシンの娘に当るのである。
　1538年，プローム王ナラパティとモン国王を廃位されたタガーユッピ（Tagayutpi）たちはタ
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ウングーのタビン・シュヱティ王がプロームに攻めてくるのを攻守すべく軍を進めたのでゾーハ
ンポワも水路によってプロームへ軍を進め，タビン・シュヱティ王と戦ったが，利あらず，撤退
した。その岡じ年にモン・タライン族の王タガーユッピとプm一ム王ナラパティは他界し，プロ
ー ムではシン。タイエツ（Shin　Thayet）が“Min：gaung”の号を名乗って支配した。
　1541年，タビン。シュヱティはプロームを攻略したので，ゾーハンポワを含めてモー’・：“ン，モ
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都を占領した。
　シャン土侯たちがプロームを援けるためにこのように協力したことはその後の問題を考える上
に役立つであろう。
　タビン・シュヱティに破れたシャン土侯たちは不満のあまり，インワのコンフマインとバモー，
ニヤウンシュヱ，オンバウン，モーメイ，モーニン，モーガゥン等7名のシャン土侯はタビン・
シュヱティが勢力を振うプローム，タウングー，ハンタワディ等を陥れんとして水陸両路より大
軍にて攻め寄せた。タビン・シ＝ヱティは義兄弟に当るバインナウンと共にハンタワディより水
陸両軍の部隊を引きいてプV一ムに向い，シャン軍と戦って彼らを四散させた。また，ハンタワ
ディの軍はパガンまで進撃したが，シャン土侯の軍はそれを防ぐこともできなかった。
　この戦闘をシャン土侯たちが協力してプロームを助けようとしたが，それは彼らに対するタビ
ン・シュヱティの勢力を阻止せんとするためのみならず，ビルマ全土をシャン族が統一支配して，
永遠のシャン時代をそこに建設せんとする野望がうかがえないであろうか。しかし，タビン・シ
ュヱティがバインナウンと共にシャン軍を撃ち破ることができたことは，今後において，シャン
族の勢力が衰微し，遂には消滅して，ビルマ時代，即ち，ビルマ族による大国を建設せんとする
将来の兆であるというべきである。
（タビン・シュヱティの別名がミンタヤー・シュヱティとも呼ばれている。尚，タビン・シュヱ
ティ及びバインナウンについては次回の号「タウングー王朝時代」において後述する。
Min：gyl：Yan－naung
　シュヱナン・チョーシンの甥に当るミンヂー・ヤンナウンはインワを逃れたが，モーニン・サ
mンに連れ戻され，彼の息子ゾーハンポワの守り役として領地を与えられた。しかし，彼は潔白
で真に心からビルマ族を愛した人であったので，タウングーやプm一ムにいるビルマ人たちと連
絡をとりゾーハンポワを撃つべく画策した。遂にその機会は到来した。
　Hm．　Yaz．　VoL　I［，p．156～7，によってそのいきさつを述べると，
　1543年にゾーハンポワはマノーヤンマという荘園に仮宮殿を建て，～時そこに住まうとしてい
た。ミンヂー・ヤンナウンはビルマ人の役人たちに彼らの剣をその仮慰殿の一室に秘かにかくさ
せ，r私が立上がれば，諸君たちはそれらの剣を取り出してシャン族の高官たちを切れ」と申し
つけておいた。仮窟殿においてミンヂー・ヤンナウンの案内に従って，ビルマ族の～群とシャン
族の一群が武器を持たずに服装をととのえてそれぞれ王に伺候した。その時，ミンヂー・ヤンナ
ゥンは剣を手に入れようとして，優れた剣について王に話しをもち出した。ゾーハンポワは，「ナ
ラパティ（恐らくシ＝ヱナン・チョーシン・ナラパティのことであろう）の剣は象の頭上より敵
を切った時，入と象鞍もろ共象をも傷つけたということだが，その剣を知っているか。」と尋ねる
と，ミンヂー。ヤンナウンは，「知っています。」と答えて，王が常に偲刀していた剣をとって，
「この剣であります。」と云って，王にそれを手渡すふりをして，ゾーハンポワに切りつけた。ゾ
24
一 ハンポワはその場で相果てたが，シャン族たちが立上ろうとする隙にビルマ人たちはかくして
あった剣をとり出してシャン族たちを切った。ビルマ族のシャン族に対する恨みがいかに骨髄に
徹していたか，次のウ・ボチヤの記述によってうかがうことができる。
　ゾーハンポワが切られた時，彼がもたれかかっていた象竹の柱と床の竹板五本をも切ってしま
った。
　ゾーハンポワが亡びたので，入々はミンヂー・ヤンナウンに統治を求めた。しかしミンヂー・
ヤンナウンは，「私はただ不正な支配者を下したまでである。私自身が国の支配者になることを
望んではいない。」と云って，彼の主人ナラパティ王と縁続きであるオンバゥン・クゾマインに’
王位をゆづった。一年を経て，彼はこの世を捨て，チャウセ地方の一精舎に隠遁してその余生を
送った。ハーヴィも云っている如く，今日では僧院生活は逃避の一形式と見なされているけれど
も，当時の血醒い時代においては，僧院こそは高潔の士にとって唯一の安住の場所であった。
第二次シャン時代の終末
　その後，オンバウン。クンフマインの子＊モービエ・ナラパティ王（1545～1551）の時にサガイ
ンのシートゥ・チヨーティン。ナラパティ　（Sithtikyawhtin－Narapati）というビルマ王家に属す
る一入がモービエ・ナラパティを攻め，インワを降して王位をビルマ族の手に復した。時は1551
年，ここにおいてシヤン族がインワ王朝を支配した25年間の第二次シヤン時代は終りを告げた。
＊ウ・ミンハンによれば（p．234～35），サガインのシートウ・チu一テイン・ナラパテイに攻撃されたモー
　ビェ・ナラパテイはインワの王位をすてて，バインナウンのもとへ身をかくした。
シャン時代の区分について
　シャン時代を一一ue及び二期，または，第一次，第二次と区分する代りに，ウ・ティンゥが指摘
する如く，シヤン時代を一括して，1287年～1531年とする方が明白であるかも知れない。何故な
らば，1287年はパガン時代のナラティハパテ王が亡び，パガン王朝の末期頃よりシヤン三兄弟
を発端としてシヤン族がビルマ本土へぞくぞくと入り込み，次第にその勢力の拡張を計っていた
時期である。そして，ピンヤ，サガイン，インワ等の時代を経て諸王家及び諸州の太守にシャン
族またはシヤン系ビルマ族が大半を占めていたことを考えれば，上述通り一括してシヤン時代と
呼ぶ方が適当ではないかと思われる。しかし，ビルマ族が没却されたのではなく，シヤン隣代に
は諸国諸州が互いに勢力拡張のための闘争を繰返した。それらのうちインワ，ペグー，タゥング
ー が勢力最も強く，この三圏のうち，インワとペグーはシャン時代を通してずっと戦い，15世紀
rlコ葉に至ってようやく両国の勢力が衰え，タウングーの勢力が勃興した。16世紀にはタゥングー
はついにビルマ国を指導する地位に立った。1531年はタウングーの長ミンチーニヨーが亡くなっ
て，タビン・シ＝ヱティ王が彼にとって代る年であり，ビルマ族によるビルマ国の支配がはじま
るのである。
　また，それより20年を経て，インワ王朝でもシヤン系に属するモービヱ・ナラパティを追払っ
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て，ビルマ族王家に属するシートウ・チヨーティン。ナラパティが支配することになり，シヤン
族の勢力は衰えて行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おさ
　16世紀の初頭にはシヤン族は上ビルマの支配権を完全に掌握していたことはインワの長には彼
　　　　　　　　　　　　　　　ちな
らの故地であるシヤン諸州の名に因んで命名された者が幾人もいることによっても理解できる。
　今やインワ王朝＊第17代欝ナラパティ王が支配し，3年を経た1554年にタウングーのタビン・
シュヱティ王とバイン・ナウンはインワを占領して，ナラパティを逮捕し，ハンタワディに送っ
た。
　＊インワ王朝17代目のナラパティ王はもちろんモービエ・ナラパティをインワより追放したシートウ・チヨ
　ーティン・ナラパティのことであるが，彼は，ウ・ミンハンによれぱ（p．253～6），偉徳すぐれ，真実性，
　勇気，洞察力をもった王で，国残に愛された。また学問を重んじ，朝夕1・Cは必らず仏典の朗読と祈りを繰
　返した，とのことである。しかし，時代の推移は如何ともし難く，捕虜の身となってペグーのバィンナウ
　ン王のもとへ送られた。
　第一次インワは1364年から1554年までの190年間，タF“　一一・ミンビヤーからサガイン・シート
ゥ・チョーティンと呼ばれるナラパティに至る27代の王が続いた。ここにおいて，インワはもは
や王が支配する都ではなく，王の代理の治める小都市になってしまった。従って，タウングー，
またその後にはハンタワディが王の君臨する都となるのである。即ち，タビン・シュヱティとバ
ィンナウンがインワを従がえてタウングーを支配することになった。このようにインワが王の代
理の治める都として存在する期間は1554年より1594年まで（王不在の4年間を含めて）43年間で
あった。1597年に至ってはじめて再び王の在位する都に返るのである。今や第一次インワ王朝が
終り，王代理の都として43年間は首都はタウングーに移るのである。
　ビルマ人が現在のビルマの地域に定着してから10世紀余り，その歴史は決して古いとは言えな
いが，ビルマ族がやや定着する前にはビルマでも最も肥沃であって，国の中心となるべき諸大河
のデルタ地帯はモン・タライン族によって占められていた。また，移住後も，シヤン族の支配
（1287～1531），アラカン族の反抗もあり，これら各種族の征服に苦心している。けれども，一面
実はこれら諸種族の弾圧下にあったということが，ビルマ人をしてますます団結を固め，民族
国家組織完成への気運を高めたのであって，この意味で民族意識の強烈なビルマ人の今日ある
は，当時の民族的諸事象にその淵源があるとみても差支えあるまい。
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